
令和元年度家畜ふん尿処理利用研究会

「畜舎汚水処理関連技術開発の研究動向」

水質汚濁防止法において畜産業に適用されている「アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合
物及び硝酸化合物（硝酸性窒素等）」に係る暫定排水基準値が見直され、全ての特定事業場に適用
される硝酸性窒素等は本年7月に600 mg/Lから500 mg/Lに引き下げられた。本基準値は、2001年に、
一律排水基準値が100 mg/L、畜産農業（畜産業から排出される汚水）の暫定基準値が1500 mg/Lの
値で導入され、その後、暫定基準値は3年毎に見直しが行われており、直近の9年間においては見
直しの度に暫定基準値が強化されてきている。
そこで、硝酸性窒素等の低減化技術をはじめとする畜舎汚水処理技術に関する最近の研究成果

などについて紹介するとともに、情報交換を行う。

農林水産技術会議事務局筑波
産学連携支援センター １階
第４～６会議室 （茨城県つくば
市観音台２丁目１−９）

基調講演「畜産環境対策の現状と行政の動向」
農林水産省 生産局 畜産部 畜産振興課 外山 高士

【畜産廃水処理技術の開発１】
座長 農研機構 畜産研究部門 和木 美代子

養豚廃水活性汚泥処理における窒素除去への溶存酸素
濃度の影響

茨城県畜産センター 浅岡 丈楽
アナモックス菌が自生する養豚廃水処理施設における窒

素除去の変動要因
静岡県畜産技術研究所 石本 史子

硫黄脱窒法を利用した養豚排水の窒素除去技術
千葉県畜産総合研究センター 長谷川 輝明

畜産汚水の処理技術マニュアル ～処理の基本から高
度処理まで～

畜産環境整備機構 畜産環境技術研究所 田中 康男

【畜産廃水処理技術の開発２】
座長 農研機構 畜産研究部門 鈴木 一好

活性汚泥モデルを用いた養豚廃水の活性汚泥処理水質
推定

農研機構 畜産研究部門 和木美代子
搾乳関連排水の低コスト処理技術の開発

酪農学園大学農食環境学群 猫本 健司
生物電気化学システムと散水ろ床を組み合わせた新たな

排水処理技術の基礎検討
農研機構 畜産研究部門 山下 恭広

BOD監視システムを利用した豚舎排水からの窒素除去
農研機構 畜産研究部門 横山 浩

お申込み：

令和元年度家畜ふん尿処理利用研究会
<http://www.naro.affrc.go.jp/event/list/

2019/08/131925.html>

締切：10月18日

10月31日（木） 13:15～17:00

11月1日（金） 9:00～12:00

開催場所

主催 農研機構 畜産研究部門 農研機構 中央農業研究センター共催

最寄りのバス停
・常磐線牛久駅、つくばエクスプレスみどりの
駅、つくば駅よりバス 「農林団地中央」
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